






 

 

【ご指摘事項】 

乾式キャスクの除熱評価において、コンクリートの健全性を説明すること。 

 

弊社回答 

乾式貯蔵建屋の設計にあたって、乾式キャスクからの熱伝達を考慮した貯蔵

エリアの三次元モデルを用い、表 1 の条件で ANSYS FLUENT コード（Ver.16.2）

による直接床面温度の評価を実施している。評価範囲及び床面のコンクリート

温度分布図を図 1に示す。 

乾式キャスクを設置した床面のコンクリート温度は６５℃以下（約５９℃）と

なり、健全であると考えられる。 

 

表 1 三次元モデルを用いた評価条件 

項目 設定条件 設定条件の考え方 

給気温度 33℃ 

冷暖房設計用乾球温度・露点温度における

TAC2.5%温度※の最高温度（空気調和・衛生

工学便覧[第 14 版]） 

発熱量 

（乾式キャスク 1基あたり） 
16.0kW 

発熱量の高い乾式キャスク（タイプ 2）の最

大崩壊熱量（15.8kW）を保守側に切り上げ 

※ TAC2.5%温度とは、夏季（6～9月）のうち高温側 2.5%（約 73時間）は、その

温度を超過することを許容する温度である。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 熱流動解析の評価範囲及び床面コンクリート温度分布 
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使用済燃料乾式貯蔵建屋（EL.25.3m）

：三次元モデルの評価範囲 

：コンクリート温度が最大となるキャスク位置

（温度分布は下図参照） 

コンクリート温度が 

最高となる箇所 

（約 59℃） 

床面（コンクリート） 

貯蔵架台接地箇所 




